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施設の保全農地の保全 施設の保全

農地維持支払交付金

草刈り

地域住民との交流

水路の泥上げ

水路の目地補修

支援の仕組み 農地維持支払交付金　活動組織の構成例

資源向上支払交付金　活動組織の構成例

市町村と協定を結んだ活動計画に基づき、
地域協議会から交付金が交付されます。

※農地維持支払交付金は農業者のみでも構成可能

地域ぐるみの連携施設の保全 きめ細やかな雑草対策

資源向上支払交付金（共同活動）
１）地域資源の質的向上を図る共同活動

カバープランツ※

ゲートの更新水路の更新 未舗装農道の舗装

資源向上支払交付金（長寿命化）資源向上支払交付金（長寿命化）
２）施設の長寿命化のための活動

※カバープランツ：背丈が低く地を覆うように育つ植物のことで、草刈り作業の省力化が図られます。
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異常気象等後の応急措置
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自治会

農業者

地域住民
参加型
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地域住民

自治会

農業者
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水土里ネット
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都市・農村
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地域住民を含む組織が取り組む、
水路、農道等の軽微な補修や植栽
による景観形成など、農村環境の
良好な保全といった、地域資源の
質的向上を図る共同活動に対する
支援です。

農業農村地域がもつ
多面的機能の
維持・発揮に取り組もう

農業農村地域がもつ
多面的機能の
維持・発揮に取り組もう

制度内訳

　農地や農業用水路など農村の資源は県民共有の財産であり、次の世代

に良好な状態で引き継いでいくことが必要です。しかし、高齢化や非農

家との混住化が進み、農村の「まとまり」が弱まってきています。

　このような中、地域ぐるみで良好な農村環境の保全や農業用水路など

の長寿命化を図る「農地・水保全管理支払交付金」が平成19年度より

スタートし、平成26年度からは日本型直接支払制度の中の「多面的機

能支払交付金」として、活動組織がそれぞれの地域で農地や農業用施設

の保全管理など「ふるさとを守る」取り組みを進めており、地域コミュ

ニティーの強化や集落機能の維持にも効果を発揮しています。

　これらの中から６つの活動組織を紹介します。

資源向上支払
（広域・体制強化）

資源向上支払（共同活動）

地域住民を含む組織で、共同活動
や基礎的保全活動に取り組んでい
る組織が、老朽化した農地周りの
水路、農道など施設の長寿命化の
ための補修・更新等の共同活動に
対する支援です。

資源向上支払（長寿命化）

農業者等による組織が取り組む、
農地や水路等施設の草刈り、泥上
げ、農道の路面維持等の基礎的保
全活動に対する支援です。

農地維持支払

資源向上支払
（共同活動）

農地維持支払

資源向上支払
（長寿命化）
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ひらいし清流棚田保全協議会
せい りゅう たな だ ほ ぜん きょう ぎ かい

由布市

「棚田を守る地域ぐるみの活動」

軒の井地区農村環境保全会議
のき く のう そんい ち かん きょう ほ ぜん かい ぎ

日出町

農地

農業用施設

●各農業者
●各水利組合
　（五反田、猿掛池、鍬役）
●軒の井老人クラブ
●軒の井青壮年部

●軒の井区
●軒の井子ども会

水田 25.3ha
畑 0.3ha
用排水路 6.5km
農道 5.3km
ため池 3ヶ所

農地
農業用施設

●各農業者
●各農業者以外
●平石老人会
●平石神楽座
●平石消防団

水田 47.5ha
用排水路 10.0km
農道 8.0km

「郷土愛をはぐくむ環境活動」
　農道添いの農地や水路にゴミの投棄が多く、草刈り時に苦
慮していたが、子ども会を中心にゴミを回収し、不法投棄防
止看板を設置した結果、ゴミ投棄の減少に繋がっています。
　また、この取り組みで子どもたちにマナーが身につき、郷
土を親しむ心が育まれています。

　さらに、自治会や老人ク
ラブの活動においても地域
の心を豊かにする景観形成
が維持され、活動参加者の
増加につながるなど、地域
全体に取り組みが広がって
います。

「「郷

　高齢化や人口減少が深刻に
なる中、地域の棚田と集落を
守るために、地域住民が一体
となった保全活動に取り組ん
でいます。
　地形条件の厳しいなか、耕
作の継続が難しくなった農用
地の維持や、施設の補修など
を計画的に行っており、花の植栽やホタル観賞会、小学校との
農業交流及び、獣害対策川柳の募集など、環境保全や啓発活動
にも力を入れており、様々な工夫をこらし、自らが楽しみなが
ら集落を守っています。

対 象 資 源 組織の構成

対 象 資 源 組織の構成
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又　井　の　会
また い かい

「アサギマダラと共に地域を守る」

農地
農業用施設

●各農業者
●各農業者以外

水田 19.4ha
用排水路 7.9km
農道 3.9km
ため池 3ヶ所

　本地域では、農村資源保全活動として遊休農地を活用し、ヒ
マワリやコスモス、希少種であるフジバカマを小学生と一緒に
植栽しています。
　その取り組みが功を成し、アサギマダラが来蝶したことから
観賞のために地域外からも多
くの方が訪れるようになりま
した。
　このように地域の景観づく
りに取り組むことで、お年寄
りと若者のコミニュケーショ
ンの場が増え、地域のまとま
りが強まっています。

豊後大野市

木立地区保全管理組合
き く ほ ぜんたち ち かん り くみ あい

佐伯市

農地

農業用施設

●各農業者
●木立地区自治会

水田 81.6ha
畑 13.0ha
用排水路 23.8km
農道 17.5km

「農地を守り担い手へつなぐ」
　市街地に近い地域であるため
非農業者が多いことから、活動
については自治会の回覧を活用
して活動内容の周知を行ってい
ます。活動を周知することで、
非農業者や若い人が活動に参加
するようになり、地域全体で農

地を守るという意識が醸成されています。
　また、地区外からの新規就農者へ、地域で保全管理してい
た農用地の斡旋ができ大きな成果につながっています。
　さらに、今後は保全管理している農用地にヒマワリを植栽
して、景観形成を図り美しい農村環境づくりを進めることに
しています。

「「農

対 象 資 源 組織の構成

対 象 資 源 組織の構成



朝日地域資源保全組合
あさ ひ ち いき し げん ほ ぜん くみ あい

日田市

農地

農業用施設

●各農業者　　　　●二串町新友会
●各自治会（朝日町、小迫町、君迫町、二串町）
●君迫後継者の会
●各壮年会（朝日町、小迫町、君迫町）
●各子ども会（朝日町、小迫町、君迫町、二串町）
●各老人クラブ（朝日町、小迫町、君迫町、二串町）

水田 40.2ha
畑 11.7ha
用排水路 12.4km
農道 5.6km

　ほ場整備事業をきっかけに、きめ細やかな雑草対策とし
て、畦畔等法面緑化による草刈り負担軽減（法面維持管理
の省力化）のためのカバープランツの植栽を、地域全域で
計画的に行っています。
　また、小学生の田植え、稲刈り体験や、コスモスの景観

形成によるコスモス祭りを開
催するなど、自治会・子ども
会・老人会の連携や交流を
図っています。
　今後も持続的な地域環境の
保全を目指して、カバープラン
ツの植栽・管理を継続します。

洞ノ上環境保全組合
うえほき の かん きょう ほ ぜん くみ あい

中津市

「美しいふるさとを守るために」

農地

農業用施設

●各農業者
●各農業者以外
●洞ノ上自治会
●洞友会
●洞ノ上女性部

●洞ノ上子ども会
●洞ノ上老人会

水田 46.8ha
畑 0.1ha
用排水路 8.5km
農道 5.2km
ため池 4ヶ所

　環境活動として子ども会、老人会などの非農家と一緒に集
落内の定期的な巡回点検・清掃を実施しています。
　このため、地域では美化意識が向上し、ゴミ不法投棄防止
看板を設置しての啓発活動や、景観形成のためのコスモスの
植栽や、洞ノ上新聞を発行し全戸に配布するなど、広報活動
も積極的に行っています。
　また、途絶えていた地区運
動会を青壮年会を中心に復活
させる等、活動を通じて共同
作業の意識が高まり、地域全
体の繋がりで活力ある地域づ
くりに取り組んでいます。

「ほ場整備と連携したカバープランツ」

対 象 資 源 組織の構成

対 象 資 源 組織の構成



農村の協働力によって、将来にわたって適切に保全管理されることで、
持続的農業の発展と多面的機能が発揮されます。

多面的機能支払交付金

■地域協議会　大分県農地・水・環境保全活動地域協議会 TEL 097-536-6631
■県 の 機 関　大分県農林水産部　農村整備計画課　農村環境保全班 TEL 097-506-3713

お問い合わせ

水田は、雨水を一時的に貯えることができるた
め、一気に川に流れ込むことはなく、洪水の危険
を減らしてくれます。

水田に貯められた水は、徐々に浸透して地下水に
なり、生活用水や工業用水として利用されます。

農業・農村は、私たちが生きていくのに必要な食料を作るだけでな
く、洪水を防ぎ、地下水を養い、やすらぎの場となるなど大切な様々
な恵み（多面的機能）をもたらしています。

農業・農村の多面的機能

洪水防止機能…ダムの役割 水資源かん養機能…水の浄化と地下水をつくる

土砂崩壊防止機能…土砂崩れを防ぐ 生物多様性保全機能…生き物のすみかになる

水田として活用することにより、降雨による法面
の崩壊など災害の発生の抑止となります。

農業生産活動を行うことで、水生生物などの生き
ものを保全することとなります。

市町村の機関については農政担当窓口に、お問い合わせください。

農地や農業用施設の保全 農 村 環 境 の 保 全


